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2026 年 10 ⽉号 

『改正⾷品関連法規解説 2026』 

― 改正された主な⾷品関連法規の概要を学ぶ 40 ― 
⽂責︓⼭⼝ 廣治（⼀般社団法⼈全国スーパーマーケット協会 客員研究員） 

 

＜はじめに＞ 

今⽉は令和 8 年（2026 年）6 ⽉ 22 ⽇から 9 ⽉ 10 ⽇の期間に公布・改正された主な⾷品関連

法規について解説（⼀部抜粋・省略・加⼯）します。 

 
283．「類⼜は誘導体として指定されている 18 項⽬の⾹料に関するリストについて」が通知され

た（令和８年６⽉ 19 ⽇） 

【主な通知の背景】 

類⼜は誘導体として指定されている 18 項⽬の⾹料に関するリストについては、「類⼜は誘導体と

して指定されている 18 項⽬の⾹料に関するリストについて」 （令和６年３⽉ 15 ⽇付け健⽣⾷基発

0315 第６号 ・健⽣⾷監発 0315 第４号。以下 「令和６年通知」という）により通知しているとこ

ろ。また、照会のための様式も令和６年通知により⽰しているが、新たに 18 項⽬の⾹料の範囲に

該当することを確認した品⽬が取りまとまったこと及び 18 項⽬の⾹料への該当性への判断をする

にあたり、精緻な検討を⾏うため、必要な情報の⾒直しを⾏ったことから、今般、下記の点につい

て改めて⽰す。なお、令和６年通知は、廃⽌。 

【主な通知の内容】 

１）新たに 18 項⽬の⾹料の範囲に該当することを確認した品⽬が取りまとめられた。 

２）類⼜は誘導体として指定されている⾹料への該当性については、従来、物質名に構造式等の必
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要な情報を添えて照会されているところ、照会のための様式について、「摂取量推計値」欄を追加

する等の⾒直しが⾏われた。 

３）別紙に収載していない品⽬について、未検討のものと安全性の懸念等により削除したものが判

別されるよう、「類指定の⾹料に関する具体的品⽬について」（平成 15 年８⽉ 14 ⽇付け⾷安基発

第 0814001 号・⾷安監発第 0814001 号）発出以降に 18 類⾹料リストに収載したものの、その

後削除したものについての取りまとめも⾏った。 

 

284．⾷品、添加物等の規格基準の⼀部を改正（告⽰⽇:令和８年 7 ⽉ 3 ⽇） 

【主な改正の内容】 

次の農薬等について、⾷品中の残留基準値が設定された。 

●農薬 ︓アフィドピロペン、グルホシネート、フェリムゾン、ペントキサゾン、メピコートクロリ

ド 

●動物⽤医薬品︓ジニトルミド 

【施⾏⽇】告⽰⽇の令和８年 7 ⽉ 3 ⽇から。 

ただし、⼀部の⾷品に係る残留基準値については、告⽰の⽇から起算して１年を経過した⽇ （令和

９年 7 ⽉ 3 ⽇）から適⽤すること。 
＜告⽰の⽇から起算して１年を経過した⽇から残留基準値を適⽤する⾷品＞ 

農薬等 ⾷品 

アフィドピロペン ⼩⻨ 

グルホシネート 

⽶ （⽞⽶をいう。）、⼩⻨、⼩⾖類、えんどう、そら⾖、その他の⾖類、さとい

も類 （やつがしらを含む。）、かんしょ、クレソン、はくさい、キャベツ、ブロ

ッコリー、たまねぎ、にんにく、セロリ、みつば、その他のせり科野菜、トマ

ト、ピーマン、なす、きゅうり （ガーキンを含む。）、ほうれんそう、未成熟え

んどう、えだまめ、みかん （外果⽪を含む。）、なつみかんの果実全体、レモン、

オレンジ （ネーブルオレンジを含む。）、グレープフルーツ、ライム及びその他

のかんきつ類果実 

ジニトルミド その他の家きんの脂肪 

ペントキサゾン ⽶（⽞⽶をいう。） 

メピコートクロリド ⼤⻨及びなたね 
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 Ⓒｍｉｚｕｈｏ.デザインオフィス 

第３ 運⽤上の注意 

１ 残留基準値関係 

・・・・・略・・・・・ 

２ その他 

残留基準値を改正する農薬等であって、「すいか」、「メロン類果実」、「まくわうり」、「みかん」、「び

わ」、「もも」及び 「キウィー」に残留基準値を設定しない場合にあっては、別に規定する場合を除

き、「すいか （果⽪を含む。）」、「メロン類果実 （果⽪を含む。）」、「まくわうり （果⽪を含む。）」、「み

かん （外果⽪を含む。）」、「びわ （果梗こうを除き、果⽪及び種⼦を含む。）」、「もも （果⽪及び種⼦

を含む。）」及び「キウィー（果⽪を含む。）」としてそれぞれ⼀律基準（0.01ppm）を適⽤するこ

と。 

 

285．令和８年熊本地震を受けた⾷品表⽰法に基づく⾷品表⽰基準の弾⼒的運⽤について （令和８

年７⽉ 29 ⽇） 

消費者庁は、災害救助法の適⽤を受けた被災地において、農林⽔産省及び厚⽣労働省と連名で、⾷

品表⽰基準を弾⼒的に運⽤する旨を関係機関に通知。 

【主な通知の内容】 

⾷品表⽰法においては、⾷品表⽰の適正の確保のため、⾷品表⽰基準が定められているところ。⼀

⽅、令和８年熊本地震による被害により、被災地への⾷料の円滑な供給が重要な課題となっている

ことから、引き続き適正な⾷品表⽰がなされていることが重要ではあるものの、⾷品の譲渡 （不特

定⼜は多数の者に対する無償譲渡に限る）⼜は販売の態様等を総合的に勘案し、⾷品の安全性に係

る情報伝達について⼗分な配慮がなされていると判断されるとともに、消費者の誤認を招くような

表⽰をしていない場合には、令和８年熊本地震において災害救助法の適⽤を受けた被災地におい

て、譲渡⼜は販売される⾷品は、必ずしも⾷品表⽰基準に基づく義務表⽰事項の全てが表⽰されて

いなくとも、当分の間、取締りを⾏わなくても差し⽀えないこととした。 

・・・・略・・・・ 
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＜令和８年熊本地震を受けた⾷品表⽰法に基づく⾷品表⽰基準の運⽤について」に関するＱ＆Ａか

ら⼀部抜粋＞ 

（1）⾷品表⽰基準に基づく表⽰事項が容器包装に記載されていない⾷品を被災地で譲渡⼜は販売

する場合にも、アレルギー表⽰及び消費期限については、従来どおり個々の容器包装に表⽰する必

要がある。その他の義務表⽰事項についても、⾷品を⼊れるダンボール等の梱包資材に、⾷品表⽰

基準に規定される表⽰事項が記載された紙を貼り付け、梱包資材の中の⾷品の個数相当の数の表⽰

事項が記載された紙をその梱包資材に⼊れたり、⾷品に近接した POP や掲⽰により、消費者に提

供されることが望ましい。 

（2）被災地とは令和８年熊本地震で被災した熊本県の 21 市町村については、令和８年７⽉ 28 ⽇

までに災害救助法の適⽤を受けたところ。本通知における被災地は同法の適⽤を受けた 21 市町村

としていて、今後、21 市町村以外で新たに同法の適⽤があった場合はその地域も含むこととなる。 

（3）消費者の誤認を招くような表⽰をしていない場合に、被災地において譲渡⼜は販売される⾷

品について、必ずしも義務表⽰事項の全てが表⽰されていなくとも当分の間、取締りを⾏わなくて

も差し⽀えないことを規定したものであり、消費者の誤認を招くような悪質な違反についての取締

りを排除するものではない。悪質な違反については引き続き、関係機関とも連携した取締りを⾏う。 

 

286．ポリエチレンテレフタレート製の容器における識別表⽰マークの表⽰⽅法が改正 （令和８年

７⽉ 30 ⽇） 

【主な改正の内容】 

ポリエチレンテレフタレート製の容器であって、飲料⼜は特定調味料が充填されたものの表⽰の標

準となるべき事項を定める省令の⼀部を改正する省令が公布、改正された。 

１）ポリエチレンテレフタレート製の容器への表⽰について、個別容器で販売される場合において、

当該容器の側部に印刷しまたはラベルを貼ることにより他法令の規定による表⽰が付されないと

きは識別マーク（刻印を除く）を省略することができる規定が追加された。 

２）その他、語句の整理等、所要の整備が⾏われた。 

【施⾏期⽇】令和８年７⽉ 30 ⽇ 

 

287．「⾷薬区分における成分本質（原材料）の取扱いの例⽰」の⼀部改正（令和８年８⽉５⽇） 

【主な改正の背景】 

⼈が経⼝的に服⽤する物が、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第２条第１項第２号⼜は第３号に規定する医薬品に該当するか否かについては、「無承認無許可医
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薬品の指導取締りについて」に基づき判断する。個別の成分本質（原材料）については、「⾷薬区

分における成分本質 （原材料）の取扱いの例⽰」に規定。今般、例⽰通知の 「専ら医薬品として使

⽤される成分本質 （原材料）リスト」及び 「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し

ない成分本質（原材料）リスト」をそれぞれ改正した。 

【主な改正の内容】 

改正の趣旨:専ら医リストの１ 植物由来物等の表について、基原植物を明確にする観点から、学

識経験者による検討を踏まえ学名の記載を追記する等の⾒直しを⾏うもの。また、その他所要の規

定の整理を⾏うもの。 

１) 専ら医リストの１ 植物由来物等の表について、別添の「⾷薬区分における成分本質（原材

料）の取扱いの例⽰リストの記載整備の考え⽅について」を踏まえ、学名欄を追加するとともに、

名称欄等について、必要な記載整備を⾏う。 

２) 専ら医リストの２ 動物由来等の表について、以下の改正を⾏う。 

●センソ : 他名等に 「アジアヒキガエル」を追加するとともに、部位等を 「毒腺分泌物」から 「⽿

腺分泌物」に改正する。 

●レイヨウカク : 他名等に「サイガレイヨウ」を追加する。 

３) ⾮医リストの１ 植物由来等の表について、以下の改正を⾏う。 

●イザヨイバラ : 部位等を「果実」から「偽果」に改正する。 

●クラミドモナス・ラインハルチー : 学名の欄に記載されている 「Chlamydomonas reinhardtii」

では学名の特定が困難であることから、学名の欄を「※１」（厚⽣労働科学研究班等によるこれま

での調査では、学名の特定ができなかったもの。）とし、「Chlamydomonas reinhardtii」を他名

等とする。 

●ショクヨウホオズキ : 備考を 「ホオズキ （Alkekengi officinarum）の根 （サンショウコン （酸

漿根））は「医」」から「ホオズキ属（Alkekengi sp.）の根は「医」」に改正する。 

●バラ属 : 部位等を 「果実 ・葉 ・花」から 「偽果 ・葉 ・花」に改正するとともに、備考を 「ノイバ

ラの偽果⼜は果実（エイジツ︓営実）は「医」」から「ノイバラの偽果・真果（エイジツ︓営実）

は「医」」に改正する。 

４) その他、修辞上の修正を⾏う。 
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288．「アーモンドミルクの⽇本農林規格」と取扱業者等の認証の技術的基準および検査⽅法が制

定（令和８年８⽉ 27 ⽇） 

【主な制定の内容】 

アーモンドミルクの⽇本農林規格からの抜粋 

3  ⽤語及び定義 

3.1  アーモンド  

アーモンド（Prunus dulcis）の⽊の種⼦の殻を取り除いた仁（薄⽪をむいたものを含む。） 

注釈 1 焙煎，粉砕等の加⼯をしたものを含む。ただし，⽔分以外の成分を除く加⼯をしたもの （ア

ーモンドオイル等）を含まない。 

3.2  アーモンド含有率  

原料として使⽤したアーモンドの質量の製品の質量に対する割合 

3.3  アーモンドミルクは 

a) アーモンドと⽔から製造した乳状の飲料であって，アーモンド含有率が 2.0 %以上のもの 

b) a)に，調味料，⾷⽤植物油脂，⾷物繊維，⾵味原料等 （乳⼜は乳製品を除く。）を加えたもので

あって，アーモンド含有率が 2.0 %以上のもの 

注釈 1 調味料とは，⾷塩，砂糖類等，味を調えるために使⽤する原料 

4  品質基準から 

●性状は、固有の⾹味を有すること。異味異臭がないこと。夾雑物がないこと。 

●原材料は、アーモンド （異味異臭がないこと。）を使⽤していること。 乳⼜は乳製品を使⽤して

いないこと。 

5 表⽰について 

“アーモンドミルク”と ・・・容器包装の⾒やすい箇所に明瞭に記載しなければならない。業務⽤加

⼯⾷品については、送り状、納品書等⼜は規格書等に表⽰してよい。また、乳⼜は乳製品と消費者

に誤認を与えないよう、「当該製品が乳⼜は乳製品ではないこと」の説明を容器包装の⾒やすい箇

所に明瞭に記載すること。また、乳⼜は乳製品ではないことの説明として、“⽜乳や乳飲料ではあ

りません”が例として挙げられる。 

【施⾏期⽇】令和８年９⽉ 26 ⽇ 

Ⓒｍｉｚｕｈｏ.デザインオフィス 
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289．⾷品、添加物等の規格基準の⼀部を改正（告⽰⽇:令和８年８⽉ 28 ⽇） 

【主な改正の概要】 

1）第２ 添加物のＣ 試薬・試液等の 「Ｌ－グルタミン酸測定⽤試液」について、流通実態にあわ

せた規格に改正するもの。 

2）第２ 添加物のＣ 試薬・試液等の 「Ｌ－グルタミン酸測定⽤前処理試液」について、試験の実

⾏性の観点から規格を新設したもの。 

3） 第２ 添加物のＤ 成分規格 ・保存基準の 「グルタミナーゼ」および 「フルクトシルトランスフ

ェラーゼ」について、試験の実⾏性の観点から成分規格を改正。 

【施⾏期⽇】告⽰⽇:令和８年８⽉ 28 ⽇ 

 

290． 「マーガリン類の表⽰に関する公正競争規約」あわせて、「マーガリン類の表⽰に関する公正

競争規約施⾏規則」も改正（認定⽇︓令和８年７⽉ 31 ⽇） 

【主な改正の内容】 

⾷品表⽰基準との整合性を図るための改正として、「添加物」、「原料原産地名」、「栄養成分」等

の事項の追加。その他、語句の整理等、所要の整備が⾏われた。 
公正競争規約の⼀部変更について 

（１）⾷品表⽰基準の改正により、賞味期限及び保存⽅法の表⽰は容器包装の⼤きさにかかわらず表⽰を省略 

できないことから、規約でも省略できなくなるよう変更した。 

（２）「添加物」は「原材料」と明確に区分して表⽰することが⾷品表⽰基準に義務づけられていることから、 

規約第３条（必要な表⽰事項）第１項第 3 号の「原材料（⾷品添加物を含む。）」を「原材料名」に変更し、 

第 4 号を新設して「添加物」とした。 

（３）製造所⼜は加⼯所の所在地及び製造者⼜は加⼯者の⽒名⼜は名称の表⽰が⾷品表⽰基準に義務づけられ 

ているため、規約第３条第１項に第 11 号を新設し、製造所⼜は加⼯所の所在地及び製造者⼜は加⼯者の⽒ 

名⼜は名称の表⽰を義務化した。 

（４）⾷品の栄養表⽰基準制度が消費者庁へ移⾏し⾷品表⽰基準に規定されていることを踏まえ、規約第３条 

第１項に第 12 号を新設し「栄養成分の量及び熱量」を規定した。 

（５）⾷物アレルギー表⽰制度及びフェニルケトン尿症患者の安全性の確保のためのアスパルテームを含む⾷ 

品の表⽰が消費者庁へ移⾏し⾷品表⽰基準に規定されていることを踏まえ、規約第３条に第５項を新設し規 

定した。 

（６）その他、「容器⼜は包装」を「容器包装」に修正する等、規定の整備を⾏うとともに規約条項に引⽤して 

いる法令について引⽤法令の改正を踏まえ、名称や条項番号を改正後のものに変更した。 
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公正競争規約施⾏規則の⼀部変更について 

（１）⾷品表⽰基準の改正により、⾷⽤油脂及び砂糖類の表⽰について総称を使⽤した場合は総称の後に括弧 

書きでその原材料の割合の⾼い順に⼀般的名称で記載すること等の変更があったため施⾏規則第１条第１ 

項第１号ウ(ｲ)を新たに設け(ｳ)を⾒直した。 

（２）原料原産地名を表⽰することが⾷品表⽰基準に義務づけられていることから、規則第１条第１項オに 

「原料原産地名」を新設した。 

（３）規約の変更を踏まえ、下位規程である規則について所要の規定を新設、変更⼜は削除。 

（４）その他、規定の整備を⾏うとともに条項に引⽤している法令について引⽤法令の改正を踏まえ、名称や 

条項番号を改正後のものに変更した。 

【施⾏期⽇】告⽰⽇:令和８年８⽉ 31 ⽇ 

Ⓒｍｉｚｕｈｏ.デザインオフィス 

 

291．⾷品、添加物等の規格基準の⼀部を改正（告⽰⽇:令和８年 9 ⽉ 10 ⽇） 

【主な改正の内容】 

次の農薬等について、⾷品中の残留基準値が設定された。 

●農薬︓キノクラミン、スピロジクロフェン、スピロピジオン、プロパモカルブ 

●以下の農薬について、⾷品中の残留基準値が削除された。 

クロルピリホス 

【施⾏期⽇】告⽰⽇の令和８年 9 ⽉ 10 ⽇から 

ただし、⼀部の⾷品に係る残留基準値については、告⽰の⽇から起算して１年を経過した⽇ （令和

９年 9 ⽉ 10 ⽇）から適⽤すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 9 

＜告⽰の⽇から起算して１年を経過した⽇から残留基準値を適⽤する⾷品＞ 

農薬 ⾷品 

キノクラミン ⽶（⽞⽶をいう。）及びその他の野菜 

クロルピリホス 

⼩⻨、とうもろこし、その他の穀類、⼤⾖、⼩⾖類、ばれいしょ、かんしょ、てん

さい、さとうきび、だいこん類 （ラディッシュを含む。）の根、だいこん類 （ラディ

ッシュを含む。）の葉、カリフラワー、ブロッコリー、たまねぎ、にんじん、その他

のせり科野菜、ピーマン、その他のなす科野菜、しょうが、その他の野菜、みかん

（外果⽪を含む。）、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジ

を含む。）、グレープフルーツ、ライム、その他のかんきつ類果実、りんご、⽇本な

し、⻄洋なし、マルメロ、びわ（果梗を除き、果⽪及び種⼦を含む。）、もも（果⽪

及び種⼦を含む。）、ネクタリン、すもも（プルーンを含む。）、いちご、ブルーベリ

ー、クランベリー、ぶどう、バナナ、その他の果実、ごまの種⼦、綿実、その他の

オイルシード、ペカン、アーモンド、くるみ、茶、コーヒー⾖、その他のスパイス、

その他のハーブ、⽜の筋⾁、その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋⾁、⽜の脂肪、

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪、⿂介類、ミネラルウォーター類及びとう

もろこし油 

スピロジクロフェン 

なす、きゅうり（ガーキンを含む。）、みかん、みかん（外果⽪を含む。）、なつみか

んの果実全体、レモン、オレンジ （ネーブルオレンジを含む。）、グレープフルーツ、

ライム、その他のかんきつ類果実、りんご、びわ、びわ（果梗を除き、果⽪及び種

⼦を含む。）、かき、その他の果実、くり、ペカン、アーモンド、くるみ及びその他

のナッツ類 

プロパモカルブ 

⽶ （⽞⽶をいう。）、てんさい、はくさい、チンゲンサイ、その他のあぶらな科野菜、

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）、セロリ、すいか、すいか（果⽪を含む。）、

メロン類果実、メロン類果実（果⽪を含む。）、まくわうり、まくわうり（果⽪を含

む。）、ほうれんそう、たけのこ、しょうが、その他の野菜及びいちご 

【経過措置】 

表中のクロルピリホスの項に対応する⾷品の欄に掲げる⾷品の残留基準値については、施⾏⽇前に

製造され、輸⼊され、⼜は加⼯された⾷品を製造し、加⼯し、使⽤し、調理し、保存し、⼜は販売

する場合に限り、なお従前の例によることができること。 

３ 運⽤上の注意 

１ 残留基準値関係 

・・・・・略・・・・・ 
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２ その他 

「すいか」、「メロン類果実」、「まくわうり」、「みかん」、「びわ」、「もも」及び 「キウィー」に設定

されている残留基準値について現⾏の残留基準値を削除する場合並びに残留基準値を設定⼜は改

正する農薬であって、「すいか」、「メロン類果実」、「まくわうり」、「みかん」、「びわ」、「もも」及

び「キウィー」に残留基準値を設定しない場合にあっては、別に規定する場合を除き、「すいか 

（果⽪を含む。）」、「メロン類果実 （果⽪を含む。）」、「まくわうり （果⽪を含む。）」、「みかん （外果

⽪を含む。）」、「びわ （果梗を除き、果⽪及び種⼦を含む。）」、 「もも （果⽪及び種⼦を含む。）」及び

「キウィー（果⽪を含む。）」としてそれぞれ⼀律基準（0.01ppm）を適⽤すること。 

Ⓒｍｉｚｕｈｏ.デザインオフィス 

 

つづく 

 

参考⽂献︓消費者庁、農林⽔産省、厚⽣労働省、⾷品安全委員会、環境省、（⼀社）公正取引協議

会、中央法規（株） 

イラスト︓ｍｉｚｕｈｏ.デザインオフィス（イラストは転載禁⽌） 

 


